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図 2 荷重載荷1サイクル当たりのAE発生頻度
ことがわかる。次にAE発生頻度に関する検討を行う。 M-l-6およびM-1-20では、破壊直前にAE発生頻
度が急増している様子が示されている。 M-1-15および M-2-12では、 AE計測間隔が大きいこともあり、
破壊直前におけるAE発生頻度の変化をとらえることはできなかったoAE発生頻度の分布は供試体ごとに異
なった性状を示しており、 M-1-6では荷重載荷回数が増加するに従い発生頻度も増加し、破壊直前に急激に
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